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定例会は年4回
今回は令和5年9月に開催しました
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市政のここが聞きたい！

一般質問
登壇順（質問順）に掲載しています。内容は要約であり、公式記録ではありません。

一般質問の映像を公開していますので、
詳しい内容は右のQRコードをスマートフォンで読み取ってご確認ください。

宮崎市議会
議会中継
Webサイト 一般質問は、

市政全般の問題について
市の方針を問うものです。

令和5年第4回（9月）定例会では、
9月11日～14日までの４日間にわたり、
20人の議員が質問に立ちました。
そのなかから主なものを、
登壇順にご紹介します。

市政の
ここが聞きたい！

一般質問
表内左より、登壇順・質問者（一般質問時の会派）・質問内容を掲載しています。

令和5年 第4回（9月）宮崎市議会定例会　一般質問一覧

前
新
会

鈴
木 

一
成

1

日
本
共
産
党

伊
豆 

康
久

2

立
憲
・
社
民
の
会

中
川 

義
行

3

公
明
党

吉
田 

正
樹

4

問
ニ
シ
タ
チ
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
の
た
め
、
本

市
と
台
湾
と
の
交
流
を
推
進
す
る
考
え
は
な
い

か
。答

台
湾
を
重
要
な
市
場
と
捉
え
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
や
本
市
産
品
の
販
路
拡
大
な
ど
経
済
交
流

を
推
進
し
ま
す
。

問
青
空
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
再
生
の

考
え
方
を
伺
い
た
い
。

答
地
区
内
の
建
物
の
状
態
を
踏
ま
え
、
老
朽

化
し
た
建
物
の
対
応
が
急
務
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
土
地
・
建
物
所
有
者
と
勉
強
会
を
開
催

し
、
土
地
利
用
や
魅
力
あ
る
エ
リ
ア
づ
く
り
を

議
論
し
て
、
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

答
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
経
済
の
活
性
化
や
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
他
の
自

治
体
を
調
査
し
、
活
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

問
市
民
へ
の
機
運
醸
成
の
取
り
組
み
は
。

答
「〝
ミ
ン
ナ
〟
で
お
祝
い
」「〝
ミ
リ
ョ
ク
〟

の
発
信
」「〝
ミ
ラ
イ
〟へ
の
投
資
」の
３
つ
の
テ
ー

マ
を
掲
げ
、
年
間
を
通
し
て
市
民
一
体
と
な
っ
て

１
０
０
周
年
を
祝
う
事
業
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

問
公
務
員
は
憲
法
を
遵
守
し
擁
護
す
る
義
務

を
負
っ
て
い
る
。
国
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
と
、
今
進
め
て
い
る
敵
基
地
攻
撃
能

力
保
有
は
紛
れ
も
な
い
憲
法
違
反
と
考
え
る
が

市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
安
全
保
障
に
関
し
て
は
国
の
専
管
事
項
と

考
え
ま
す
。
国
に
お
い
て
慎
重
か
つ
十
分
に
議

論
が
行
わ
れ
、
国
民
に
対
し
丁
寧
な
説
明
が
行

わ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問
市
長
は
市
長
選
挙
前
に
旧
統
一
教
会
の
関

連
施
設
を
訪
問
し
て
い
る
が
、
知
っ
て
い
て
訪

問
し
た
の
か
、
知
ら
ず
に
訪
問
し
た
の
か
。

答
知
ら
ず
に
訪
問
し
ま
し
た
。

問
県
が
所
管
し
て
い
た
時
代
の
開
発
で
終
了

し
て
い
な
い
も
の
が
１
２
５
件
あ
る
。
開
発
事

業
者
を
指
導
し
て
き
た
経
緯
は
あ
る
の
か
。

答
県
が
業
務
を
所
管
し
て
い
た
時
代
に
発
生

し
た
こ
と
な
の
で
状
況
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
開
発
行
為
の
未
完
了
は
行
政
の
怠
慢
で
あ

る
。
市
は
都
市
計
画
税
を
徴
収
し
て
お
り
、
市

の
責
任
で
開
発
事
業
を
終
了
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
開
発
事
業
者
の
存
否
の
確
認
を
行
い
、
事
業
者

が
存
在
し
て
い
る
場
合
は
、
検
査
に
必
要
な
書
類
が

整
い
次
第
完
了
検
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
事
業
者
が
存
在
し
な
い
場
合
は
地
権
者
へ

の
影
響
を
十
分
に
考
慮
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問
①
過
度
な
業
務
負
担
が
あ
る
が
、
今
後
の

職
員
配
置
計
画
は
。
②
消
防
職
場
を
二
交
代
制

か
ら
三
交
代
制
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
①
円
滑
な
行
政
運
営
、
職
員
の
健
康
に
配

慮
し
正
職
員
を
増
員
し
ま
す
。
②
他
の
消
防
本

部
の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
ま
す
。

問
対
策
の
必
要
性
を
ど
う
判
断
し
て
い
る
か
。

答
現
地
調
査
や
近
隣
の
方
へ
の
聞
き
取
り
に

よ
り
整
備
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
7
月
16
日
判
明
の
機
械
故
障
の
原
因
は
。

答
高
温
で
制
御
装
置
に
異
常
が
発
生
し
ま
し
た
。

問
未
処
理
水
が
河
川
放
流
さ
れ
て
い
な
い
か
。

答
全
量
を
処
理
後
、
河
川
放
流
し
ま
し
た
。

問
5
月
～
8
月
の
救
急
車
要
請
件
数
は
。
ま

た
屋
根
設
置
工
事
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
救
急
車
の
要
請
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
関
係
で

8
件
あ
り
ま
し
た
。
屋
根
設
置
に
は
多
額
の
費

用
を
要
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
出
産
後
の
家
事
等
の
手
伝
い
な
ど
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

答
全
家
庭
へ
の
無
償
化
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
来
年
４
月
に
開
校
す
る
市
立
ひ
な
た
中
学

校
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

答
入
学
希
望
者
説
明
会
に
は
、
病
気
や
不
登

校
な
ど
で
十
分
に
通
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

方
や
、
外
国
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
っ
た
10
代
か
ら

70
代
ま
で
、
多
く
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
入
学
希
望
者
の
自
己
実
現
を
応
援
で
き

る
よ
う
な
学
校
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

問
交
通
各
社
へ
の
要
望
提
出
や
、
雇
用
者
と

の
協
議
を
行
う
用
意
は
あ
る
か
。

答
通
学
手
段
や
就
労
状
況
に
つ
い
て
、
周
囲

の
理
解
や
支
援
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
。
必
要

に
応
じ
て
、
関
係
機
関
に
情
報
提
供
や
協
力
依

頼
を
行
い
入
学
・
通
学
が
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

問
開
設
に
当
た
り
必
要
と
さ
れ
る
有
資
格
者

は
確
保
で
き
る
の
か
。

答
児
童
福
祉
司
が
24
名
以
上
、
児
童
心
理
司

が
12
名
以
上
、
弁
護
士
や
医
師
、
保
健
師
の
ほ

か
に
一
時
保
護
所
で
働
く
児
童
指
導
員
や
保
育

士
、
看
護
師
な
ど
全
体
で
60
名
以
上
の
人
員
の

確
保
に
5
年
程
度
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長
の
政
治
姿
勢

市
役
所
の
働
く
環
境

鳥
ノ
巣
池
北
側
市
道
の
雨
水
排
水
対
策

田
野
浄
化
セ
ン
タ
ー

生
目
の
杜
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
通
路
屋
根
設
置

出
産
・
育
児
へ
の
支
援

中
心
市
街
地
活
性
化

地
域
ま
ち
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

市
制
１
０
０
周
年

開
発
行
為
と
行
政
の
責
務

夜
間
中
学
の
開
校

夜
間
中
学
入
学
希
望
者
へ
の
配
慮

市
立
児
童
相
談
所
の
開
設

9月12日（火）

6 日髙 昭彦
（新政みやざき）

ＡＬＰＳ処理水の対応、観光を含めた経済対
策、中央卸売市場の管理体制、水産業の活性
化、通学路整備状況等について

7 太場 祥子
（公明党）

「ゼロカーボンシティみやざき」の取り組み、子育て
支援、子どもの安全対策、北地域の浸水対策、ＨＰ
Ｖワクチン接種、池内団地の交通課題等について

8 前田 之
（前新会）

福祉行政、ヤングケアラー、消防行政、道路行
政について

9 松山 泰之
（市政同志会）

神話を含めた観光戦略、これからの農業と子
どもの居場所、市街化調整区域の利用、本郷
地域の今後、戦没者遺族会、部活動について

10 徳重 淳一
（立憲・社民の会）

公共施設使用料見直し、学校施設包括管理業
務委託事業、職員採用、公園の植栽、公共下水
道、合流地区における雨水対策について

9月11日（月）

1 鈴木 一成
（前新会）

中心市街地活性化、上下水道事業の経営、地
域まちづくりとコミュニティ、不登校支援、市制
100周年について

2 伊豆 康久
（日本共産党）

市長の政治姿勢（憲法・宗教）、開発行為と行
政の責務、保育所等の安全、パワハラ問題、く
み取り式トイレの市営住宅について

3 中川 義行
（立憲・社民の会）

市役所の働く環境、鳥ノ巣池北側市道の雨水
対策、田野浄化センター、生目の杜テニスコー
ト通路屋根設置、出産・子育て支援について

4 吉田 正樹
（公明党）

夜間中学、市立児童相談所の開設、上下水道
事業の方向性（埋設された水道管、下水サーベ
イランス）について

5 伊知地 孝美
（市政同志会）

食料供給基地宮崎、基腐病対策、入札制度、太
陽光発電設備、ふるさと納税、平和地区の課
題、道路（田野今泉間・黒北間）について

9月13日（水）

11 図師 勝幸
（新政みやざき）

都市公園の魅力向上、鳥獣被害の現状と対策、
台風接近に伴う各施設の受け入れ、マイナン
バーカードの現状と対策について

12 今田 裕信
（同志会）

コロナ感染症、危機管理、公共施設、教育、農
林業分野の諸問題、地域の諸問題について

13 黒木 通哲
（市民の会）

宮崎市議会議員選挙の結果、地域まちづくり
推進委員会の在り方、スポーツ専門職の職員
採用について

14 冨永 千香
（前新会）

放課後等の遊び場づくり、医療的ケア児者受
け入れ継続のための支援、不登校児童生徒へ
の支援について

15 島田 健一
（公明党）

市制100周年を記念する取り組み、ひきこもり
対策、インバウンド観光誘致、諸課題（流域治
水対策、幼児教育・保育等）について

9月14日（木）

16 時任 砂織
（令政会）

国道10号住吉道路、都市計画道路、空き地空
き家、市街化調整区域、所有者不明農地、通い
の場について

17 黒木 コウイチロウ
（市政同志会）

第五次宮崎市総合計画、社会福祉事業団、不
良債権（住宅新築資金等貸付事業）について

18 中村 鉄兵
（令政会）

未来のまちづくり、南宮崎駅周辺の再開発及
び再生について

19 嶋田 喜代子
（令政会）

再犯防止推進計画、ＬＧＢＴ、子どもたちの状
況、動物愛護、まちの活性化（青空ショッピング
センター、商店街のちょうちん設置）について

20 河野 克武
（前新会）

防災体制、夜間の騒音対策、児童クラブの拡充、
事業評価、病児保育、消防団員確保、全国学力・
学習状況調査、ラーケーション導入等について
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市政のここが聞きたい！

一般質問 登壇順（質問順）に掲載しています。内容は要約であり、公式記録ではありません。
一般質問の映像を公開していますので、詳しい内容は右のQRコードをスマートフォンで読み取ってご確認ください。

宮崎市議会
議会中継
Webサイト

問
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
も
と
に
行
っ
た

実
証
実
験
の
内
容
と
そ
の
目
的
は
。

答
民
間
事
業
者
の
自
由
か
つ
実
現
可
能
な
ア

イ
デ
ア
に
つ
い
て
集
客
性
や
採
算
性
の
確
認
の
た

め
に
実
施
し
た
も
の
で
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店

な
ど
公
民
連
携
の
手
法
を
積
極
的
に
活
用
し
魅

力
向
上
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
令
和
５
年
度
の
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
及
び

捕
獲
頭
数
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
地
元
猟
友
会
に
よ
り
捕
獲
班
を
編
成
し
、

捕
獲
活
動
や
防
護
柵
普
及
に
取
り
組
み
、
捕
獲

頭
数
は
猪
１
、８
１
０
頭
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問
台
風
接
近
に
伴
う
児
童
ク
ラ
ブ
、
公
立
保
育
園
、

児
童
館
な
ど
の
施
設
閉
鎖
の
基
準
は
あ
る
の
か
。
ま
た

児
童
ク
ラ
ブ
と
児
童
館
の
二
重
登
録
は
で
き
る
の
か
。

答
台
風
等
の
天
候
不
良
時
に
お
い
て
も
原
則
開

設
し
ま
す
が
、
家
庭
事
情
や
天
候
等
を
考
慮
し
て

判
断
し
ま
す
。
施
設
の
二
重
登
録
は
可
能
で
す
。

問
保
有
枚
数
率
と
、
今
後
、
保
険
証
と
の
一

体
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
保
有
枚
数
率
は
80
・
４
％
で
中
核
市
１
位
で

あ
り
、
今
後
の
カ
ー
ド
利
活
用
と
デ
ジ
タ
ル
社
会

実
現
の
た
め
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
興
戦
略
と
神
話
ゆ
か
り

の
神
社
や
自
然
を
ど
う
生
か
す
の
か
伺
い
た
い
。

答
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
支
援
事
業
に
よ
る
外
貨
の

獲
得
と
、
観
光
協
会
に
よ
る
神
社
や
海
・
山
の
魅

力
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
よ
り
、
誘
客
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
農
業
基
本
法
の
見
直
し
を
見
据
え
た
米
と

小
麦
の
二
毛
作
の
振
興
と
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
食
農
体
験
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答
麦
の
試
験
栽
培
で
は
収
量
・
品
質
と
も
良
好
で
し

た
の
で
産
地
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
子
ど
も
の
農
業
体
験
は
新
た
な
学
び
が
あ
る
の

で
体
験
活
動
の
機
会
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
で
の
転
用
は
で
き
て
も
都
市

計
画
に
適
応
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
地
域
の

発
展
も
考
慮
し
、
事
業
内
容
に
応
じ
た
規
制
緩

和
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
は
じ
め
合

理
的
な
根
拠
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
区

計
画
の
ご
相
談
は
お
受
け
し
ま
す
。

問
公
民
館
施
設
と
道
路
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

答
公
民
館
前
の
道
路
は
拡
幅
計
画
の
協
議
を

進
め
、
駐
車
場
は
市
で
借
り
る
検
討
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
公
共
施
設
使
用
料
は
、
旧
市
町
村
ご
と
に

バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
同
じ
市
内
で
不
公
平
感
が

あ
っ
た
。
今
回
、
均
衡
あ
る
整
理
を
行
い
、
使

用
料
を
見
直
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ

る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
公
共
施
設
使
用
料
の
統
一
的
な
見
直
し
の

目
的
は
、
持
続
可
能
な
公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
財
政
面
、
受
益
者
負
担
の
公
平
性
の

課
題
に
つ
い
て
、
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。
昨
年
度
、「
市
民
検
討
会
」
を
設
置
し
、

外
部
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
見
直
し
の

内
容
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
の

使
用
料
改
定
に
よ
り
財
政
的
な
効
果
と
し
て
約

２
億
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
施
設

の
維
持
管
理
費
は
利
用
者
か
ら
の
使
用
料
収
入

が
約
２
割
、
残
り
の
８
割
に
つ
い
て
は
公
費
で

賄
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

問
専
門
職
種
の
応
募
者
が
少
な
い
が
、
対
応

策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
大
学
ま
た
は
大
学
院
の
既
卒
者
を
対
象
と

し
た
試
験
に
お
い
て
、
本
年
度
は
技
術
職
の
試

験
区
分
も
追
加
し
、
応
募
の
増
加
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
試
験
日
程
の
大
幅
な
前
倒
し
や
、
民

間
主
催
の
転
職
フ
ェ
ア
に
出
展
し
、
技
術
職•

専
門
職
と
し
て
市
役
所
で
働
く
こ
と
の
魅
力
を

伝
え
る
な
ど
、
応
募
者
数
を
増
や
し
、
優
秀
な

人
材
を
確
保
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
審
査
会
で
認
定
さ
れ
た
も
の
に
対
し
給
付

費
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

問
一
ツ
瀬
橋
の
歩
道
幅
員
が
狭
く
自
転
車
通
行

に
危
険
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
か
。

答
危
険
な
状
態
で
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
ま

す
が
、
架
け
替
え
な
ど
の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
現
在
、
市
営
住
宅
の
入
居
時
の
連
帯
保
証

人
の
取
り
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
は
、
段
階
的
に
緩

和
し
て
お
り
連
帯
保
証
人
の
猶
予
や
免
除
に
つ

い
て
も
個
別
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

問
有
害
鳥
獣
対
策
と
ジ
ビ
エ
利
用
の
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
電
気
柵
や
捕
獲
班
に
よ
る
駆
除
で
被
害
軽
減
に
努

め
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
ジ
ビ
エ
を
地
域
資
源
に
活
用

し
て
い
る
よ
う
な
の
で
今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
地
域
間
の
エ
リ
ア

拡
大
は
で
き
な
い
か
。

答
各
地
域
間
の
運
行
協
議
会
に
お
い
て
連
携

し
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

ア

問
幅
の
狭
い
熊
牟
田
踏
切
を
通
学
路
と
し
て

通
っ
て
い
る
児
童
生
徒
た
ち
と
通
勤
す
る
車
の

走
行
が
朝
夕
重
な
り
、
事
故
に
な
り
そ
う
で
危

険
だ
が
、
踏
切
の
拡
幅
は
で
き
な
い
か
。

答
課
題
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
予

算
や
多
様
な
関
係
者
と
の
調
整
が
必
要
で
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
や
地
元
自
治
会
、
学
校
関
係
者
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
踏
切
周
辺
の
カ
ラ
ー
化
な

ど
の
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。問

本
庄
川
右
岸
の
柳
瀬
橋
周
辺
部
に
お
い
て

地
元
よ
り
浸
水
対
策
の
要
望
が
出
て
い
る
が
、

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
排
水
ポ
ン
プ
能
力
の
改
善
や
、
水
路
の

浚し
ゅ
ん
せ
つ

渫
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
国
に
よ
る
河
道
掘
削
工
事
を
実
施
中

と
聞
い
て
い
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

問
妊
婦
健
診
の
自
己
負
担
分
を
市
で
助
成
で

き
な
い
か
。

答
全
額
公
費
負
担
に
な
る
と
お
お
よ
そ
３
、

０
０
０
万
円
の
歳
出
増
と
な
り
、
限
ら
れ
た
財

源
で
は
難
し
い
状
況
で
す
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
市
は
介
護
職
員
の
人
材
不
足
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
職
員
の
資
格
取
得
に
つ
な
げ
る
支
援
策
や
介
護

の
資
格
を
必
要
と
し
な
い
清
掃
・
洗
濯
・
配
膳
等
の

業
務
を
担
う
介
護
助
手
の
活
用
を
促
進
す
る
支
援
策

に
つ
い
て
関
係
団
体
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
ぐ
機
能
強
化
に
つ
い
て
市
の
検
討
は
。

答
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
を
総
合

窓
口
と
し
、
家
庭
相
談
員
や
社
会
福
祉
士
な
ど

の
専
門
職
が
対
応
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

問
救
急
出
動
件
数
が
過
去
最
高
を
記
録
す
る

状
況
で
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

答
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
救
急
搬
送
困
難
事
案

や
陽
性
患
者
の
搬
送
が
増
加
し
た
こ
と
を
受
け
、

臨
時
的
に
救
急
隊
を
２
隊
増
隊
し
て
対
応
し
て
お

り
、
民
間
の
「
患
者
等
搬
送
事
業
所
」
な
ど
を
紹

介
し
な
が
ら
適
正
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
吉
村
通
線
（
平
塚
工
区
）
に
つ
い
て
、
市

長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
来
年
度
、
関
係
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

交
通
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
交
通
量
調
査
な

ど
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
放
出
、
中
国
に
よ
る
日

本
産
水
産
物
の
輸
入
制
限
措
置
に
対
す
る
見
解
は
。

答
国
に
よ
る
丁
寧
な
説
明
と
措
置
の
撤
廃
の
働
き

か
け
に
よ
り
改
善
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
観
光
に
お
け
る
今
後
の
経
済
対
策
は
。

答
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

す
る
国
等
へ
の
効
率
的
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

問
青
島
地
区
の
青
島
園
地
や
青
島
参
道
南
広

場
へ
の
対
応
は
。

答
青
島
園
地
は
駐
車
場
の
拡
充
等
、
青
島
参

道
南
広
場
は
駐
車
場
の
拡
充
及
び
有
料
化
の
検

討
を
県
に
要
望
し
ま
し
た
。

問
市
内
の
タ
ク
シ
ー
の
実
情
は
運
転
手
不
足

で
あ
る
が
今
後
の
対
策
は
。

答
国
や
県
の
補
助
の
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
協
会
が
若
年

層
や
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

問
一
般
市
民
と
卸
売
関
係
者
と
の
区
別
は
で
き
な
い
か
。

答
入
場
者
の
車
両
を
停
め
て
通
行
証
の
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
全
て
の
確
認
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

問
漁
業
者
へ
の
燃
油
対
策
は
。

答
漁
業
用
の
資
材
価
格
の
上
昇
分
を
支
援
す

る
な
ど
、
今
後
も
県
・
漁
協
・
漁
業
者
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
環
境
保
全
型
農
業
の
支
援
策
は
。

答
環
境
保
全
型
農
業
者
等
へ
の
研
修
会
や
各

種
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対
策
は
。

答
防
除
等
の
各
種
支
援
策
を
行
い
ま
す
。

問
総
合
評
価
落
札
方
式
の
簡
易
型
導
入
は
。

答
必
要
性
を
検
討
し
ま
す
。

問
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
設
置
把
握
は
。

答
建
築
物
に
該
当
せ
ず
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

問
経
費
割
合
を
寄
附
額
の
50
％
以
下
に
す
る

た
め
の
対
応
は
。

答
返
礼
品
の
寄
附
設
定
金
額
等
の
見
直
し
で

対
応
し
ま
す
。

問
田
野
永
野
平
和
間
連
結
道
路
の
整
備
は
。

答
私
有
地
で
あ
り
、
工
事
に
多
額
の
費
用
が

見
込
ま
れ
る
た
め
整
備
は
困
難
な
状
況
で
す
。

問
平
和
地
区
の
住
民
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

用
は
。

答
生
目
と
田
野
の
運
行
協
議
会
で
検
討
し
ま
す
。

問
県
道
今
泉
・
黒
北
の
道
路
改
修
整
備
は
。

答
県
へ
改
善
整
備
の
要
望
を
行
い
ま
す
。

市
政
同
志
会

松
山 

泰
之

9

立
憲
・
社
民
の
会

徳
重 

淳
一

10

新
政
み
や
ざ
き

図
師 

勝
幸

11

同
志
会

今
田 

裕
信

12

市
政
同
志
会

伊
知
地 

孝
美

5

新
政
み
や
ざ
き

日
髙 

昭
彦

6

公
明
党

太
場 

祥
子

7

前
新
会

前
田 

之

8

都
市
公
園
の
魅
力
向
上

鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策

台
風
接
近
に
伴
う
各
施
設
の
受
け
入
れ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
現
状
と
対
策

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
応

一
ツ
瀬
橋
の
歩
道
幅
員

市
営
住
宅
の
入
居
条
件

農
業
分
野
の
諸
問
題

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
取
り
組
み

神
話
を
含
め
た
観
光
戦
略

こ
れ
か
ら
の
農
業
と
子
ど
も
の
居
場
所

市
街
化
調
整
区
域
の
利
用

本
郷
地
域
の
今
後

公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し

職
員
採
用

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
へ
の
対
応

食
料
供
給
基
地
宮
崎
、
基
腐
病
対
策

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
経
済
対
策

宮
崎
市
中
央
卸
売
市
場
の
管
理
体
制

水
産
業
の
活
性
化

子
ど
も
の
安
全
対
策

北
地
域
の
浸
水
対
策

子
育
て
支
援

福
祉
行
政

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

消
防
行
政

道
路
行
政

入
札
制
度

太
陽
光
発
電
設
備
導
入
・
管
理

ふ
る
さ
と
納
税

道
路
・
平
和
地
区
乗
合
タ
ク
シ
ー

45
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問
「
不
適
切
保
育
」
の
解
消
の
た
め
、
保
育

士
等
を
対
象
に
専
門
家
に
よ
る
研
修
を
市
主
導

で
実
施
で
き
な
い
か
。

答
市
は
、
宮
崎
市
保
育
会
及
び
宮
崎
市
学
校

法
人
幼
稚
園
協
会
が
実
施
す
る
研
修
等
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
不
適
切
保
育
の
未
然
防
止
を
図

る
た
め
、
両
団
体
と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、
子

ど
も
の
人
権
・
人
格
を
尊
重
す
る
保
育
に
関
す

る
教
育
・
研
修
の
実
施
を
推
進
し
ま
す
。

問
ひ
き
こ
も
り
支
援
が
必
要
な
当
事
者
や
家

族
が
安
心
し
て
出
か
け
て
利
用
で
き
る
「
居
場

所
」
の
提
供
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
宮
崎
市
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
れ

か
ら
」
に
ひ
き
こ
も
り
支
援
員
１
名
を
配
置
し
、

今
後
、
月
１
回
程
度
の
「
居
場
所
」
の
提
供
を

計
画
し
て
お
り
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
が
必
要
な

方
と
つ
な
が
れ
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
韓
国
と
の
国
際
定
期
便
の
再
開
を
受
け

て
、
韓
国
か
ら
の
誘
客
促
進
の
た
め
、
修
学
旅

行
の
誘
致
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

答
韓
国
か
ら
の
訪
日
修
学
旅
行
は
、
団
体
旅

行
の
候
補
の
一
つ
と
し
て
、
韓
国
の
旅
行
会
社

を
訪
問
時
に
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
特
定
空
家
等
の
固
定
資
産
税
等
の
住
宅
特

例
の
対
象
除
外
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
特
定
空
家
等
所
有
者
に
対
し
て
、
助
言

ま
た
は
指
導
を
行
い
、
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
勧

告
に
よ
り
住
宅
用
地
特
例
の
適
用
を
除
外
し
ま

す
。問

市
街
化
調
整
区
域
内
で
一
定
程
度
イ
ン
フ

ラ
等
が
整
っ
て
い
る
場
合
、
審
査
基
準
の
規
制

緩
和
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
ス
プ
ロ
ー
ル
防
止
の
観
点
か
ら
十
分
考
慮

の
う
え
慎
重
に
判
断
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

問
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
相
続
登
記
申
請
の

義
務
化
で
何
が
変
わ
る
の
か
。

答
農
地
の
登
録
名
義
人
が
明
確
に
な
る
こ
と

で
、
所
有
者
不
明
農
地
の
解
消
が
期
待
さ
れ
ま

す
。問

介
護
予
防
に
つ
い
て
の
市
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

答
効
果
が
見
ら
れ
な
い
も
の
は
躊
躇
な
く
や

め
、
検
証
す
べ
き
も
の
は
し
て
い
き
ま
す
。
高

齢
者
の
皆
さ
ま
が
介
護
予
防
の
取
り
組
み
に
主

体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
プ
レ
ー
パ
ー
ク
新
事
業
の
今
後
の
進
め
方
と

し
て
、
放
課
後
の
校
庭
を
活
用
し
た
福
岡
市
わ

い
わ
い
広
場
の
取
り
組
み
を
児
童
ク
ラ
ブ
待
機
児

童
解
消
の
視
点
か
ら
も
進
め
て
い
け
な
い
か
。

答
不
登
校
支
援
の
一
助
と
し
て
児
童
ク
ラ
ブ
イ
ベ

ン
ト
等
の
活
動
の
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
医
療
型
短
期
入
所
や
通
院
等
介
助
の
支
給

量
増
や
施
設
整
備
費
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

答
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
支
給
実
績
等
の
分

析
を
し
て
支
給
量
を
判
断
し
て
お
り
、
今
後
も
施
設

へ
の
支
援
強
化
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
医
療
的
ケ
ア
支
援
を
強
化
す
る
た
め
の

喀か
く
た
ん痰
吸
引
等
研
修
費
用
や
研
修
中
の
代
替
職
員

を
雇
用
す
る
た
め
の
費
用
助
成
は
で
き
な
い
か
。

答
他
市
の
取
り
組
み
事
例
の
調
査
や
事
業
所

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
ニ
ー
ズ
や
実
態

を
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
新
た
に
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
校
内
教
育

支
援
教
室
の
指
導
員
が
家
庭
訪
問
な
ど
が
で
き

る
よ
う
に
活
動
を
広
げ
て
い
け
な
い
か
。

答
可
能
な
範
囲
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
不
登
校
支
援
総
合
窓
口
の
設
置
は
可
能
か
。

答
各
取
り
組
み
を
整
備
強
化
し
連
携
を
図
り
な

が
ら
支
援
を
行
い
、
国
の
動
向
や
他
自
治
体
の
情

報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
４
月
の
宮
崎
市
議
選
の
投
票
率
38
・
34

パ
ー
セ
ン
ト
は
低
す
ぎ
る
。
期
日
前
投
票
所
の

増
設
・
土
曜
日
の
開
設
も
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。答

投
票
率
は
依
然
と
低
く
、
効
果
的
な
投
票

環
境
の
整
備
を
行
い
、
啓
発
活
動
や
主
権
者
教

育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
期
日
前
投
票
所

の
増
設
等
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
事
務
局

職
員
の
処
遇
改
善
や
、
会
長
等
の
報
酬
を
支
給

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
事
務
局
職
員
の
処
遇
は
、
各
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
地
域
で
決
定
し
て
い
ま
す
。
会
長
等

の
有
償
化
に
つ
い
て
は
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
検
討
会
の
報
告
書
や
各
地
域
か
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
専
門
職
の
採
用
実
績
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
採
用
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
平
成
８
年
度
以
降
、
14
名
を
採
用
し
て
き

ま
し
た
。
令
和
９
年
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

向
け
て
も
、
そ
の
能
力
を
発
揮
し
て
も
ら
う
た

め
人
材
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
会

黒
木 

通
哲

13

前
新
会

冨
永 

千
香

14

公
明
党

島
田 

健
一

15

令
政
会

時
任 

砂
織

16

宮
崎
市
議
選
の
投
票
率

地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
在
り
方

ス
ポ
ー
ツ
専
門
職
の
採
用

空
き
家
空
き
地
問
題

市
街
化
調
整
区
域

所
有
者
不
明
農
地

通
い
の
場

幼
児
教
育
・
保
育

ひ
き
こ
も
り
対
策

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
誘
致

放
課
後
等
の
遊
び
場
づ
く
り

医
療
的
ケ
ア
児
者
受
入
継
続
支
援

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

問
本
市
は
昭
和
52
年
か
ら
昭
和
61
年
の
間

に
、
利
子
を
含
み
総
額
約
18
億
円
の
貸
付
を

行
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
末
時
点
で
、
そ
の

う
ち
約
９
億
円
が
未
償
還
と
な
っ
て
い
る
。
不

良
債
権
に
つ
い
て
、
市
は
大
き
な
問
題
と
し
て

捉
え
て
い
る
の
か
。

答
本
市
と
し
て
は
、
本
来
、
徴
収
さ
れ
る
べ

き
債
権
が
回
収
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
市
の
財
源

確
保
の
支
障
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
債
務
を
履

行
し
て
い
る
他
の
債
務
者
に
対
し
、
不
公
平
な

取
り
扱
い
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
債

権
情
報
を
再
度
把
握
し
、
引
き
続
き
未
償
還
額

の
解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
な
ぜ
、
未
償
還
額
が
こ
の
よ
う
に
な
っ
た

の
か
。

答
本
事
業
は
40
年
以
上
前
に
開
始
さ
れ
た
こ

と
か
ら
不
明
な
点
が
あ
り
、
当
時
の
社
会
的
情

勢
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
推
測
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
貸
付
当
時
か
ら
の
記
録
に
よ
る
と
、

現
在
滞
納
し
て
い
る
方
の
多
く
は
、
借
り
受
け

時
か
ら
資
力
が
乏
し
い
方
が
多
か
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
借
受
人
同
士
で
保
証
人
と
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
、
保
証
人
か
ら
の
回
収
も
困

難
な
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

問
今
後
ど
の
よ
う
に
回
収
し
て
い
く
の
か
。

答
現
在
の
生
活
状
況
や
、
保
証
人
及
び
相
続

人
を
再
調
査
し
、
回
収
の
可
能
性
が
高
い
案
件

に
つ
い
て
は
、
支
払
督
促
や
訴
訟
等
の
法
的
手

続
き
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
都
市
整
備
部
・
ま
ち
づ
く
り
課
に
お
け
る

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
ま
ち
づ
く
り
課
が
旗
振
り
役
の
一
翼
を
担

い
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
環
境
整

備
に
積
極
的
に
参
画
し
、
中
心
市
街
地
活
性
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
現
在
の
自
治
会
加
入
に
対
す
る
啓
発
チ
ラ

シ
に
自
治
会
加
入
時
の
メ
リ
ッ
ト
を
追
記
で
き

な
い
か
。

答
自
治
会
加
入
メ
リ
ッ
ト
の
追
記
に
関
し
て

は
関
係
団
体
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
今
後
、
行
政
と
し
て
自
治
会
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
ど
の
よ
う
な
支
援
が
望
ま
し
い
の
か
宮
崎

市
自
治
会
連
合
会
の
皆
さ
ま
と
も
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
市
長
は
、
南
宮
崎
駅
周
辺
の
将
来
像
を
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

答
拠
点
機
能
の
充
実
、
強
化
を
図
る
べ
き
エ

リ
ア
と
し
て
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
病
児
保
育
利
用
料
の
助
成
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
る
か
。
ま
た
、
民
間
の
企
業
主
導
型
の
施
設
を
利
用

し
た
場
合
、助
成
の
対
象
に
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
施
設
が
利
用
者
に
代
わ
っ
て
市
に
代
理
請

求
し
、
市
か
ら
施
設
に
支
払
う
形
に
な
っ
て
い

ま
す
。
民
間
の
企
業
主
導
型
の
施
設
を
利
用
し

た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
会
社
勤
務
に
よ
り
昼
と
夜
の
所
在
地
が
異

な
る
団
員
も
多
い
。
団
員
全
体
の
人
数
を
増
や

す
取
り
組
み
と
併
せ
て
、
今
い
る
人
員
で
協
力
し

あ
う
こ
と
も
大
切
で
あ
り
、
希
望
者
は
二
つ
の
分

団
の
兼
務
も
認
め
る
べ
き
で
は
。
ま
た
、
女
性
も

女
性
分
団
以
外
へ
の
所
属
を
認
め
る
べ
き
で
は
。

答
他
市
の
取
り
組
み
事
例
や
消
防
団
員
の
意

向
を
踏
ま
え
、
宮
崎
市
消
防
団
組
織
体
制
検
討

委
員
会
に
お
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

問
平
日
の
親
の
休
み
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
も
学

校
を
休
み
、
親
子
で
学
校
以
外
の
場
で
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
活
動
を
行
う
制
度
で
、
子
ど
も
は
欠
席
扱

い
に
な
ら
ず
、
郊
外
で
の
自
主
学
習
活
動
扱
い
と

な
る
。
土
日
勤
務
で
子
ど
も
と
休
み
が
合
わ
な
い

親
も
多
く
、
本
市
で
も
制
度
を
導
入
で
き
な
い
か
。

答
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
た
他
市
の
取

り
組
み
状
況
や
成
果
等
の
情
報
収
集
を
図
り
な

が
ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問
出
所
者
の
相
談
窓
口
及
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
配
置
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
計
画
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
協
議
会
で
意

見
を
伺
い
ま
す
。

問
宣
誓
制
度
を
県
単
位
で
取
り
組
む
考
え
は

あ
る
の
か
。

答
県
内
自
治
体
や
県
と
連
携
し
て
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
児
童
相
談
所
設
置
に
向
け
て
、
里
親
や
児

童
養
護
施
設
退
所
後
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
も
視
野

に
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
関
係
機
関
と
協
議
を
継
続
し
な
が
ら
、
子
ど

も
を
中
心
に
必
要
な
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
老
犬
・
老
猫
等
の
ホ
ー
ム
を
愛
護
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
内
に
設
置
で
き
な
い
か
。

答
施
設
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問
市
長
の
描
く
青
空
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
再
開
発
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
人
の
呼
び
込
み
や
定

住
を
さ
せ
る
施
設
等
、
エ
リ
ア
の
価
値
を
高
め

る
再
開
発
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
政
同
志
会

黒
木 

コ
ウ
イ
チ
ロ
ウ

17

令
政
会

中
村 

鉄
兵

18

前
新
会

河
野 

克
武

20

令
政
会

嶋
田 

喜
代
子

19

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

不
良
債
権(

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業)

病
児
保
育

再
犯
防
止
推
進
計
画

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
）

子
ど
も
た
ち
の
置
か
れ
た
状
況

動
物
愛
護

ま
ち
の
活
性
化

消
防
団
員
の
確
保

南
宮
崎
駅
周
辺
の
再
開
発
及
び
再
生

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
導
入
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提出議案の
議決結果一覧

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

10 件の議案について審査を行い、うち 3 件を全
員一致で、7 件を賛成多数で可決、請願は賛成多
数で採択としました。なお、審査の過程で以下の
ような意見要望が出されました。

23 件の議案及び１件の請願について審査を行い、
議案は 22 件を全員一致で、1 件を賛成多数で可
決、請願は賛成なく不採択としました。なお、審
査の過程で以下のような意見要望が出されまし
た。

３件の議案及び１件の請願について審査を行い、
議案は全員一致で可決及び承認、請願は賛成なく
不採択としました。なお、審査の過程で以下のよ
うな意見要望が出されました。

４件の議案について審査を行い、全て全員一致で
可決しました。なお、審査の過程で以下のような
意見要望が出されました。

総務財政委員会

文教民生委員会

建設企業委員会

市民経済委員会

高齢者施設等の防災・減災対策を推進するため、
事業対象となる施設数や防災・減災対策が必要な
施設数等を調査し、その結果を踏まえた事業の推
進に努めること。

新庁舎コンストラクションマネジメント事業・
業務委託

さまざまな事業手法を十分に調査・研究し、建物
のライフサイクルコストの観点からも事業費の縮
減を進めるとともに、専門性を有する職員の人材
育成に努め、事業費が適正であるかチェック体制
の強化を図ること。また、庁舎の安全性及び耐久
性を確保するととも
に、事業実施後は
効果について検 証
し、 結 果 を広く市
民に公表すること。

地域介護福祉空間整備等施設整備事業
（介護サービス事業所等分）

道路管理費

道路の破損を早期に発見し、事故を未然に防ぐた
めにも、市民が発見した道路の破損箇所等を市へ
簡単に通報することができる、ＬＩＮＥ通報システ
ムのさらなる周知及び積極的な活用の推奨に努め
ること。

４
つ
の
常
任
委
員
会
は
、本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た

議
案
や
請
願
な
ど
に
つ
い
て
専
門
分
野
ご
と
に
詳
し
く
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

9
月
定
例
会
の
審
査
報
告
の
主
な
も
の
を
ま
と
め
ま
し
た
。

インバウンド回復支援事業

青島の観光案内看板の改修については、内容の精
査と、周辺の景観に調和しつつもＳＮＳ等で注目
を集めるようなものとなるよう工夫すること。
多言語翻訳機の購入費の一部助成については、宿
泊事業者の規模に応じて不公平感が生じないよ
う、適切な配分方法等について検討すること。

上記結果に※印がついたものは、賛成・反対がどちらもあった議案です。　※前本尚登議長（前新会）は、表決に加わりません。

「○」は賛成、「●」は反対

表決が分かれた議案の会派別賛否一覧

９月定例会、10月臨時会では、一般会計補正予算をはじめ
60議案が原案可決、認定等となり、議員提出議案3件が否
決、請願2件が不採択となりました。また、諮問2件は異議
なしとされました。

種
類

番
号

件名 結果

9
月
定
例
会

委
員
会
提
出
議
案

5 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書案 原案可決

議
員
提
出
議
案

9 西本誠議員の議員辞職勧告決議案 原案可決

10 軽油引取税の課税免除措置の恒久化を求める意見書案 原案可決※

11 ALPS処理水放出に伴う風評被害への対策・支援を求める意見書案 否決※

12 ガソリン価格高騰時における揮発油税及び地方揮発油税の特例税率適用停止を求める意見書案 否決※

13 下水サーベイランス事業の実施を求める意見書案 原案可決※

14 健康保険証の廃止を延期し、今の健康保険証の存続を求める意見書案 否決※

市
長
提
出
議
案

129 「令和5年度宮崎市一般会計補正予算（第4号）」の専決処分について 承認
130 令和5年度宮崎市一般会計補正予算（第5号）案 原案可決※

131 令和5年度宮崎市介護保険特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
132 宮崎市男女共同参画社会づくり推進条例の一部改正について 原案可決※

133 宮崎市民プラザ条例の一部改正について 原案可決※

134 宮崎市交流センター条例の一部改正について 原案可決※

135 宮崎市学習等供用施設条例の一部改正について 原案可決※

136 宮崎市高岡交流プラザ条例の一部改正について 原案可決※

137 宮崎市教育情報研修センター条例の一部改正について 原案可決※

138 宮崎市公民館条例の一部改正について 原案可決※

139 宮崎市コミュニティセンター条例の一部改正について 原案可決※

140 宮崎市佐土原総合文化センター条例の一部改正について 原案可決※

141 宮崎市歴史資料館条例の一部改正について 原案可決※

142 宮崎市田野伝承芸能館条例の一部改正について 原案可決※

143 宮崎市福祉文化公園条例の一部改正について 原案可決※

144 宮崎市障がい者体育センター条例の一部改正について 原案可決※

145 宮崎市保健センター条例の一部改正について 原案可決※

146 宮崎市運動広場条例の一部改正について 原案可決※

147 宮崎市祗園スポーツパーク条例の一部改正について 原案可決※

148 宮崎市立体育館条例の一部改正について 原案可決※

149 宮崎市武道館条例の一部改正について 原案可決※

150 宮崎市B＆G海洋センター条例の一部改正について 原案可決※

151 宮崎テクノリサーチパーク交流研修センター条例の一部改正について 原案可決※

152 宮崎市さどわら民俗芸能館条例の一部改正について 原案可決※

153 宮崎市農村環境改善センター条例の一部改正について 原案可決※

154 宮崎市農業構造改善センター条例の一部改正について 原案可決※

155 宮崎市農業団地センター条例の一部改正について 原案可決※

156 宮崎市内山農村研修センター条例の一部改正について 原案可決※

157 宮崎市市民農園条例の一部改正について 原案可決※

158 宮崎市都市公園条例の一部改正について 原案可決※

159 宮崎市高岡天ケ城麓地区武家住宅条例の一部改正について 原案可決※

160 宮崎市墓地及び納骨堂の設置等に関する条例の一部改正について 原案可決
161 宮崎市公設合併処理浄化槽事業の設置等に関する条例の制定について 原案可決
162 宮崎市中央卸売市場業務条例の一部改正について 原案可決
163 和解及び損害賠償の額を定めることについて 原案可決
164 和解及び損害賠償の額を定めることについて 原案可決
165 宮崎市教育委員会委員の任命について 同意
166 宮崎市公平委員会委員の選任について 同意
167 宮崎市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

諮
問

4 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
5 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし

報
告

24 令和4年度宮崎市内部統制評価報告書 終了
25 令和4年度宮崎市一般会計継続費精算報告書 終了
26 令和4年度宮崎市公共下水道事業会計継続費精算報告書 終了
27 令和4年度宮崎市健全化判断比率について 終了
28 令和4年度宮崎市資金不足比率について 終了
29 公立大学法人宮崎公立大学の経営状況について 終了
30 公益財団法人宮崎文化振興協会の経営状況について 終了
31 公益財団法人宮崎市スポーツ協会の経営状況について 終了
32 宮崎市フェニックス自然動物園管理株式会社の経営状況について 終了

33 公立大学法人宮崎公立大学の令和4年度業務実績及び第3期中期目標の期間の終了時に見込まれる業務実績に関する評価結果について 終了

34 専決処分の報告について 終了
35 専決処分の報告について 終了

請
願

2 健康保険証の廃止をしないよう求める意見書提出について 不採択※

3
公民館・体育館の使用料の大幅値上げをしないこと及び現在実施さ
れている登録自主講座・グループの公民館使用料の減免制度の見直し
をしないことについて

不採択※

種
類

番
号

件名 結果

10
月
臨
時
会

議
員
提
出
議
案

15 宮崎市議会議員報酬等調査特別委員会の設置を求める決議案 原案可決

市
長
提
出
議
案

113 令和4年度宮崎市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定※

114 令和4年度宮崎市公営住宅建設資金特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
115 令和4年度宮崎市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定※

116 令和4年度宮崎市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
117 令和4年度宮崎市公園墓地特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
118 令和4年度宮崎市卸売市場特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
119 令和4年度宮崎市母子父子寡婦福祉資金特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
120 令和4年度宮崎市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

121 令和4年度宮崎市公設合併処理浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

122 令和4年度宮崎市宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
123 令和4年度宮崎市公債管理特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

124 令和4年度宮崎市水道事業会計剰余金の処分及び令和4年度宮崎市水道事業会計決算の認定について
原案可決
及び認定

125 令和4年度宮崎市工業用水道事業会計剰余金の処分及び令和4年度宮崎市工業用水道事業会計決算の認定について
原案可決
及び認定

126 令和4年度宮崎市公共下水道事業会計決算の認定について 認定

127 令和4年度宮崎市農業集落排水事業会計剰余金の処分及び令和4年度宮崎市農業集落排水事業会計決算の認定について
原案可決
及び認定

128 令和4年度宮崎市田野病院事業会計決算の認定について 認定

前
新
会

令
政
会

公
明
党

市
政
同
志
会

立
憲
・
社
民
の
会

同
志
会

新
政
み
や
ざ
き

日
本
共
産
党

ス
ー
パ
ー

ク
レ
イ
ジ
ー
君

日
本
維
新
の
会

み
や
ざ
き
創
成
会

市
民
の
会

（8）（6）（6）（6）（4）（3）（2）（1）（1）（1）（1）（1）

市
長
提
出
議
案

第130号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ○
第132～137号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ○

第138号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ●
第139～147号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ○

第148号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ●
第149～156号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ○

第157号
（修正案） ● ● ● ● ○ ● ● ● 欠 ● ○ ○

第157号 
（原案） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 欠 ○ ● ●

第158・159号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

第10号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ●
第11号 ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○
第12号 ● ● ● ○ ○ ● ● ○ 欠 ○ ○ ○
第13号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ●
第14号 ● ● ● ● ○ ● ● ○ 欠 ● ● ○

請
願

第2号 ● ● ● ● ○ ● ● ○ 欠 ● ● ○
第3号 ● ● ● ● ● ● ● ○ 欠 ● ● ○

議案番号

会派（人数）

前
新
会

令
政
会

公
明
党

市
政
同
志
会

立
憲
・
社
民
の
会

同
志
会

新
政
み
や
ざ
き

日
本
共
産
党

ス
ー
パ
ー

ク
レ
イ
ジ
ー
君

日
本
維
新
の
会

み
や
ざ
き
創
成
会

市
民
の
会

（8）（6）（6）（6）（4）（3）（2）（1）（1）（1）（1）（1）
市長提出

議案
第113号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ○
第115号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ○

議案番号

会派（人数）

令和5年9月定例会

令和5年10月臨時会

89



市議会が市の決算をチェック！

令和4年度の決算認定議案が９月定例会に提出され、決算審査を経て、10月臨時会で認定されまし
た。決算審査とは、予算が適正に執行されたか、また、その執行に係る効果について議会が審査を行
うもので、翌年度の予算編成につながる重要な役割を担っています。

総務財政分科会

市民経済分科会

文教民生分科会

建設企業分科会

放置自転車対策事業

２０ｄｏ
若者ワークライフ推進事業

小中学校トイレ洋式化
推進事業

不登校児童生徒対策事業

危険ブロック塀等対策事業

消防団員入団促進
プロジェクト事業

宮崎市津倉市民農園
指定管理料

公園遊具等更新事業

放置自転車の撤去に対し多額の費用と時間を費やしてい
ることから、先進自治体の事例を調査し、自転車駐車場の
有料化など今後の有効な事業展開について検討するとと
もに、自転車の放置を未然に防げるようさらなる市民への
周知・啓発に努めるよう意見を述べました。

事業の効果について改めて検証を
行い、より効果的な事業となるよう
工夫するとともに、新規ダウンロー
ド件数を伸ばすため、周知徹底を
図るよう意見を述べました。

当局においては、来年度末までに小中学校のトイレ洋式化
率50％を目標に鋭意取り組んでいることは評価するもの
でありますが、今後も積極的に事業を推進し、トイレ洋式化
率のさらなる向上に努めるよう意見を述べました。

当局も不登校の問題に真摯に取り組んでいますが、全国的
に不登校児童生徒が増加している今般の状況等を踏まえ、
より事業効果を高めるために今後も適正な予算を確保し、
不登校児童生徒対策の充実に注力するよう意見を述べま
した。

補助対象範囲が拡大されたこ
とについて、さらなる周知に努
め、また自己負担割合について
も研究するよう意見を述べまし
た。

若年層へのさらなる啓発活動を図るとともに、日頃から消
防団員とふれあう機会を創出するなど、今後も消防団員の
人員確保に努めるよう意見を述べました。

多くの市民から利用されるよう、さらなる周知活動に努め
るとともに、現在設けている一人二区画までの利用制限を
緩和するなど、新たな利用促進の手法についても研究する
よう意見を述べました。

計画に基づき、年次的に遊具の更新を行っているとのこと
ですが、規制線が張られ使用できない遊具がある公園も
見受けられることから、今後も自治会等の意見も聞きなが
ら、適正な予算化及び事業の実施に努めるよう意見を述べ
ました。

議会中継WEBサイト内で「決算審査特別委員会委員長報告」をご覧いただけます⇨

決算はどのように審査されているの？

総務財政建設企業

文教民生市民経済

市長が9月定例会に
決算議案を提出し説明

› › ›

決算審査特別委員会を設置 ４つの分科会で
慎重に審査

各分科会主査より
審査結果を報告

決算審査特別委員長より
報告後、質疑・討論・表決

宮崎市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末
手当に関する条例に規定する報酬等について調査
研究します。

市議会における
決算審査の流れ

決算審査特別委員会本会議（議案説明） 委員会設置 審査結果報告 本会議(表決)

特別委員会が設置されました

本市議会の西本誠議員が逮捕されたことが、テレビ・新聞等で繰
り返し報道されたことにより、宮崎市議会や宮崎市に対する信頼
を著しく失墜させました。このことから、西本誠議員の一連の行
動に対し反省を強く求めるとともに、議員本人がこの事態を重く
受け止め、速やかに自ら議員の職を辞すべきである旨の「西本誠
議員の議員辞職勧告決議」を９月１１日の本会議において全会一
致で可決しました。※

これを受け、１０月１１日の臨時会において、議員報酬や期末手当
等を調査する「宮崎市議会議員報酬等調査特別委員会の設置を
求める決議」を全会一致で可決しました。※

現在の条例では、逮捕又は勾留を理由として会議等を欠席した
議員の報酬は、満額を支給することとなっているため、他市の事
例を参考に、議員報酬・期末手当等について調査研究を行いま
す。

※決議案全文をご覧いただけます

辞職勧告決議 特別委員会設置の決議

委 員 長 島田　健一（公明党）
副委員長 伊知地孝美（市政同志会）
委 員 伊豆　康久（日本共産党）

〃 黒木　通哲（市民の会）
〃 鈴木　一成（前新会）
〃 外山ちぐさ（日本維新の会）
〃 中川　義行（立憲・社民の会）
〃 中村　鉄兵（令政会）
〃 松山　清子（同志会）

宮崎市議会議員報酬等調査
特別委員会

令和4年度の決算を審査
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編 集 後 記

フェイスブック インスタグラム

宮崎市議会に関する情報をお届け
します。

　ちょうど１年前の９月から、宮崎市議会にタブレットが導入されました。
　パソコンに不慣れな議員も事務局の助けを受けながら、必死に取り組んでいま
す。その結果、ペーパーレス化による経費削減や議会運営の効率化が進められてい
ます。
　また宮崎市議会は、昨年実施した「議会DXプロジェクトチーム」の実証実験を
もとに、11月から正式に「宮崎市議会ＤＸ　みやだん」と名称を決め導入します。
詳しくは、この「編集後記」上部に記載されていますので「あなたの声」をお待ちし
ています。
　また、インターネットが苦手で直接議会に意見や要望を伝えたい方にお知らせで
す。
　本年度も「議会報告会」を実施します。今回の開催予定は、高岡地区農村環境
改善センター（1/27（土））、宮崎市民プラザギャラリー（2/6（火））です。今後
も、市民の皆さまに議会を知ってもらい、興味を持ってもらえるよう努めてまいりま
す。※会期日程は変更になることがあります。

正式な日程が決定しましたらホームページ
にアップします。

次の定例会は

予定

12月定例会

11/27月〜

宮崎市議会
公式 SNS ぜひ、「フォロー」や「いいね！」

をお願いします。

伊豆 康久　　金丸 勇太　　図師 勝幸　　外山 ちぐさ　　西岡 昇司
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